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「子どもの抑制的傾向」→「母親の応答性の低さ J →「愛着の不安定さ J →「自己意識の高さ j という図式が示唆され，
ある領域の発達の抑制は，別の領域の発達を進めるといった発達のダイナミズムと，同じレベルの発達点に達するに
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しても，そこに至る道筋は異なる (different path, same/similar end) ことを示唆するとともに，全体として，発達







の問で独自の対等なやりとりを行ない(第一段階: self-initiated cycle) ，次に， トラブルや視点、の変化などを通して，
母子間で課題理解と課題遂行の評価/修正システムの共有に至り(第二段階: other-dependent cycle) ，そのシステム















































































期と考えられる， 1 , 3 , 8 , 18, 24カ月齢を中心としてデータをまとめている。その結果，自己に対する肯定的な感
情評価の高い母親において妊娠受容がより高く，この母親の妊娠受容性は出産 1 カ月後の育児行動に影響を及ばすが
出産 8 カ月後には直接的な影響を及ぼさないこと等，及び子どもの気質の特徴に対応して母親の子への働きかけが異
なること等，初期発達段階における母子の社会的相互交渉過程に母子の行動的特徴が複雑に関与していることが明ら
かとなった。‘このような多量のデータ分析から得られた成果を踏まえて， 4 歳児とその母親を対象として課題解決場
面における母子の非言語的および言語的相互交渉過程についてケース分析を行った。それによると，母子の相互交渉
の進行や変化に伴い子どもの課題解決が変化し，さらに母子の相互交渉も変化すること等が明らかとなった。さらに
この研究方法・成果をし 5 歳の幼稚園児と教師，教師や母親と障害児，あるいは大学留学生間，という社会的制約
条件と発達的条件の異なるぺアや集問における相互交渉過程についても調べ，本研究で用いられた問題設定・方法・
分析方法等について妥当性を検証している。
本研究は，幼児期の母子関係を主な研究対象として今後の発達研究のあり方と方法論について検証し，今後の発達
研究に大きな指針を与えたものであることから，本審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位を授与するのに十
分であると判定した。
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